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〈平成21年1月1日現在〉 
 ●人口 20,327 人（前月比－14 人） 
 　　男： 9,746 人 
 　　女： 10,581 人 
 ●世帯数 6,998 世帯（前月比－3 世帯） 

2月号の主な内容 

●2／16～　納税相談始まる 

●出産育児一時金　38万円支給に 

●住警器の購入費などを助成 

●国保・後期高齢　納付方法変更の要件が緩和 

●町県民税　前納報奨金制度が廃止に 
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塩入温泉　来館者数100万人を達成 塩入温泉　来館者数100万人を達成 



国
民
健
康
保
険
税
や
介
護
保
険
料

に
も
影
響
す
る
所
得
申
告

　

い
よ
い
よ
平
成
21
年
度
町
県
民
税
の
申

告
時
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
こ
の
平

成
20
年
中
の
所
得
に
関
す
る
申
告
は
、
町

県
民
税
だ
け
で
な
く
、
国
民
健
康
保
険
税

（
国
保
税
）
や
介
護
保
険
料
を
正
し
く
算

定
す
る
基
礎
と
な
る
も
の
で
す
。

　

例
え
ば
、
収
入
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず

申
告
を
し
な
け
れ
ば
、
国
保
税
の
軽
減
措

置
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
申
告
は
、
自
分
で
計
算
し
税
額
を

算
出
す
る
の
が
原
則
で
す
が
、
自
分
で
は

な
か
な
か
で
き
な
い
方
の
た
め
に
、
町
で

は
各
地
区
に
会
場
を
設
け
て
、
納
税
相
談

を
行
い
ま
す
。
相
談
が
必
要
な
方
は
、
今

月
号
の
中
に
折
り
込
ん
で
い
る
日
程
表
を

ご
参
照
の
上
、
指
定
さ
れ
た
会
場
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

相
談
会
場
に
行
く
前
に
、
ま
ず
は

自
分
で
整
理
を

　

職
員
一
人
が
一
日
に
対
応
で
き
る
の
は

10
人
程
度
で
す
。
相
談
者
個
々
の
事
情
に

よ
り
、
そ
の
後
の
相
談
者
の
待
ち
時
間
が

延
び
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
十
分
な
時
間

を
か
け
て
皆
さ
ん
か
ら
の
相
談
を
お
受
け

し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

自
分
で
で
き
る
と
こ
ろ
は
、
ぜ
ひ
、
ご
自

身
で
整
理
を
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

事
前
の
整
理
が
不
十
分
な
場
合
は
多
少

時
間
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
告
が
必
要
な
方
は
？

　

平
成
21
年
１
月
１
日
現
在
、
ま
ん
の
う

町
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
者
ま
た
は
現

に
居
住
し
て
い
る
方
で
す
。
た
だ
し
、
所

得
税
の
確
定
申
告
書
を
税
務
署
に
提
出
す

方
は
、
町
県
民
税
の
申
告
を
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

（
例
）

◆ 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
や
内
職
な
ど

の
収
入
が
あ
る

◆ 

商
工
業
、
農
業
、
不
動
産
な
ど
の
事
業

を
し
て
い
る

◆ 

生
命
保
険
や
損
害
保
険
の
保
険
金
の
支

払
い
を
受
け
取
る
な
ど
、
一
時
所
得
が

あ
る

◆
給
与
所
得
者
や
年
金
受
給
者
で

　

・ 

２
カ
所
以
上
か
ら
給
与
を
も
ら
っ
て

い
る

　

・ 

厚
生
年
金
や
国
民
年
金
な
ど
を
２
つ

以
上
受
け
取
っ
て
い
る

　

・ 

給
与
と
年
金
の
両
方
を
受
け
取
っ
て

い
る

　

・
農
業
や
事
業
を
し
て
い
る

申
告
に
必
要
な
物
は
？

① 

印
鑑
（
認
め
印
で
可
。
た
だ
し
、
所
得

税
の
口
座
振
替
や
還
付
金
の
振
り
込
み

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
金
融
機
関
へ

の
届
け
出
印
が
必
要
で
す
。）

② 

申
告
者
本
人
名
義
の
口
座
番
号
が
分
か

る
も
の
（
所
得
税
の
口
座
振
替
や
還
付

金
の
振
り
込
み
を
希
望
さ
れ
る
場
合
）

③ 

確
定
申
告
書
（
税
務
署
か
ら
送
付
さ
れ

て
い
る
方
の
み
）

④ 

平
成
20
年
１
月
１
日
〜
12
月
31
日
の
収

入
が
分
か
る
書
類

◆
給
与
や
公
的
年
金
な
ど
の
源
泉
徴
収
票

◆ 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
配
分

金
、
内
職
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
で
の
支

払
通
知
書

◆ 

生
命
保
険
会
社
で
契
約
し
た
保
険
金
や

年
金
の
受
取
証
明
書

2

3月16日までに所得の申告を

平
成
20
年
中
の
所
得
申
告
を
忘
れ
ず
に

　
　
　

│ 

申
告
期
限
は
３
月
16
日
ま
で 

│

【
問
い
合
わ
せ
先
】
税
務
課　

薀
（
７
３
）
０
１
０
４

　農業所得は、税法上、事業所得に該当するので、収入金額から
必要経費を差し引いて所得金額を算出する「収支計算」によって
申告するのが原則です。

農業所得を算出するのに必要な物
収入関係

項　目 書類の種類

農産物の販売金額
ＪＡの「わが家の農業収益等集計表」、
特定農業団体構成員の方は「平成19年度
配分額通知書」も。

家事消費などの数量 農産物の種類や数量を記録したメモ
その他農業所得に
関連して得た収入

振り込みのあった預金通帳、領収書の控
えなど

必要経費関係

項　目 書類の種類
雇人費

領収書、振込通知書など小作料・賃借料
作業委託費
利子割引料 金融機関などの返済表、利息計算書など
租税公課 領収書
減価償却費 減価償却資産（農機具など）の領収書

その他
ＪＡの「わが家の農業経費等集計表」、
特定農業団体構成員の方は「平成19年度
配分額通知書」も。



⑤ 

所
得
控
除
額
を
計
算
す
る
の
に
必
要
な

書
類

◆ 
社
会
保
険
料
の
領
収
書
ま
た
は
控
除
証

明
書（
国
民
健
康
保
険
税
納
付
証
明
書
、

介
護
保
険
料
納
付
証
明
書
、
国
民
年
金

保
険
料
控
除
証
明
書
、
任
意
継
続
保
険

料
納
入
証
明
書
な
ど
）

　

な
お
、
国
民
年
金
保
険
料
控
除
証
明
書

に
つ
い
て
は
、
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
平
成
21

年
３
月
13
日
ま
で
、
平
日
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
）
薀
０
５
７
０
・
０
７
０
・
１
１
７

ま
た
は
香
川
社
会
保
険
事
務
局

善
通
寺
事
務
所
国
民
年
金
課
薀

０
８
７
７
・
６
２
・
１
６
６
０
へ
お
問
い
合

わ
せ
を
。

◆ 

生
命
保
険
料
（
一
般
、
個
人
年
金
）、

地
震
保
険
料
の
控
除
証
明
書

◆ 

（
障
害
者
控
除
を
受
け
る
場
合
）
身
体

障
害
者
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
、
療
育
手
帳
な
ど

　

※ 

認
定
基
準
日
は
、
平
成
20
年
12
月
31

日
現
在
。

◆ 

（
医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合
）
医
療

費
の
領
収
書
、
保
険
な
ど
で
補
て
ん
さ

れ
た
金
額
が
分
か
る
支
払
明
細
書

　

※ 

お
む
つ
代
を
控
除
す
る
に
は
、
領
収

書
と
医
師
が
発
行
す
る
「
お
む
つ
使

用
証
明
書
」（
用
紙
は
町
税
務
課
や

各
支
所
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。）
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
医
療

費
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
２
年
目
以

降
で
介
護
保
険
法
の
要
介
護
認
定
を

受
け
て
い
る
一
定
の
方
は
、
町
健
康

増
進
課
薀
７
３
・
０
１
２
６
で
交
付

さ
れ
る
認
定
書
で
も
可
。

　

※ 

あ
ら
か
じ
め
自
分
で
領
収
書
の
金
額

を
集
計
し
て
、「
医
療
費
の
明
細
書
」

（
町
税
務
課
ま
た
は
各
支
所
の
窓
口

に
あ
り
ま
す
。）
に
ご
記
入
し
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。

◆ 

（
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受
け
る

場
合
）
金
融
機
関
か
ら
交
付
を
受
け
た

「
住
宅
取
得
資
金
に
係
る
借
入
金
の
年
末

残
高
等
証
明
書
」、
こ
の
控
除
を
受
け

る
方
の
住
民
票
の
写
し
（
町
住
民
課
薀

７
３
・
０
１
０
１
で
発
行
）、
請
負
契
約

書
や
売
買
契
約
書
（
収
入
印
紙
が
あ
る

も
の
）
の
写
し
、
家
屋
や
敷
地
の
登
記

事
項
証
明
書
（
高
松
法
務
局
丸
亀
支
局

薀
２
３
・
０
２
２
８
で
発
行
）
な
ど

　

税
務
署
で
は
、
確
定
申
告
書
や
収
支
内

訳
書
な
ど
の
提
出
書
類
に
つ
い
て
、
自
分

で
作
成
し
、
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
（e-T

ax

）

や
郵
送
な
ど
で
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と

を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

　

イ
ー
タ
ッ
ク
ス
を
利
用
す
れ
ば
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
申
告
や
納
税
が

で
き
ま
す
。
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
に
関
す
る

手
続
き
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
イ
ー
タ
ッ

ク
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.e-

tax.nta.go.jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
ほ
か
、
自
分
で
確
定
申
告
書
を
作

成
さ
れ
る
方
の
た
め
に
、
申
告
相
談
会
場

（
確
定
申
告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
）を
設
置
し
、

記
載
方
法
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

受
付
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

　

※ 

申
告
相
談
会
場
が
混
雑
し
た
場
合
、

受
付
を
終
了
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

会
場
／ 
丸
亀
市
民
会
館
（
丸
亀
市
大
手

町
二
丁
目
４
番
20
号
）
２
階
第

２
・
３
、５
、６
会
議
室

　

※ 

丸
亀
税
務
署
内
に
は
、
申
告
相
談
会

場
を
設
け
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

※ 

丸
亀
市
民
会
館
の
駐
車
場
は
大
変
混

雑
し
ま
す
の
で
、
ご
来
場
の
際
は
、

極
力
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

申
告
期
限
と
納
期
限

◆
所
得
税
、
贈
与
税
／
３
月
16
日
ま
で

◆ 

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
（
個
人
事
業

者
）
／
３
月
31
日
ま
で

　

※ 

期
限
間
近
に
な
る
と
、
申
告
相
談
会

場
は
大
変
混
雑
し
ま
す
。

　

※ 

閉
庁
日
（
土
日
、
祝
日
）
は
、
丸
亀

税
務
署
で
は
申
告
相
談
や
申
告
書
の

受
付
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
郵
送

な
ど
や
税
務
署
の
時
間
外
収
受
箱
に

投
函
す
る
こ
と
に
よ
り
提
出
で
き
ま

す
。

　

所
得
税
と
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

（
個
人
事
業
者
）
の
納
税
は
、安
全
・
確
実
・

便
利
な
振
替
納
税
（
口
座
振
替
）
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

丸
亀
税
務
署　

代
表
（
２
３
）
２
２
２
１

3

税務署の申告相談会場は丸亀市民会館に

　所得税（住宅借入金等特別
控除や医療費控除を受けら
れる方、譲渡所得（株式、土地・
建物の売買）のある方、青色
申告をする方）、個人事業者
の消費税及び地方消費税、贈
与税 

今
年
か
ら
税
務
署
の
申
告
相
談
会
場
は
、「
丸
亀
市
民
会
館
」に

２
月
12
日
〜
３
月
16
日
（
土
日
、
祝
日
を
除
き
ま
す
。）



ま
ん
の
う
町
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
　

町
県
民
税
（
住
民
税
）
を
全
期
前
納
し

た
と
き
に
交
付
（
差
し
引
き
）
さ
れ
る
「
前

納
報
奨
金
」
が
平
成
21
年
度
か
ら
廃
止
さ

れ
ま
す
。

　

前
納
報
奨
金
制
度
は
、
昭
和
25
年
（
戦

後
の
混
乱
期
）
に
、
納
税
者
の
納
税
意
識

の
向
上
や
税
収
の
早
期
確
保
を
目
的
と
し

て
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
制
度
は
、
①
日
本
経

済
の
成
長
に
伴
い
、
当
初
の
目
的
は
す
で

に
達
成
さ
れ
た
こ
と
②
本
町
の
約
半
数
を

占
め
る
住
民
税
を
給
与
か
ら
天
引
き
（
特

別
徴
収
）
さ
れ
て
い
る
給
与
所
得
者
に
は

本
制
度
の
適
用
が
な
く
公
平
性
に
問
題
が

あ
る
こ
と
③
平
成
21
年
度
か
ら
特
別
徴
収

（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）
が
開
始
さ
れ
る

年
金
所
得
者
に
お
い
て
も
適
用
さ
れ
な
い

│
な
ど
の
理
由
か
ら
、
こ
の
制
度
は
廃
止

さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
制
度
が
廃
止
に
な
っ
て

も
、
税
金
を
全
期
前
納
す
る
こ
と
は
引
き

続
き
可
能
で
す
。
詳
し
く
は
、税
務
課（
薀

７
３
・
０
１
０
４
）
ま
で
。

ま
ん
の
う
町
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

ま
ん
の
う
町
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　

平
成
20
年
４
月
30
日
に
「
地
方
税
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」が
施
行
さ
れ
、

「
ふ
る
さ
と
」
に
貢
献
し
た
い
、「
ふ
る
さ

と
」
を
応
援
し
た
い
と
い
う
納
税
者
の
思

い
を
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地
方

公
共
団
体
に
対
す
る
寄
附
金
税
制
が
大
幅

に
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
い
わ
ゆ
る
「
ふ
る
さ
と

納
税
」
が
制
度
化
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
制

度
は
、
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
寄
附
金

の
う
ち
、
５
千
円
を
越
え
る
部
分
に
つ
い

て
、
個
人
住
民
税
所
得
割
の
お
お
む
ね
１

割
を
上
限
と
し
て
、
所
得
税
と
合
わ
せ
て

全
額
が
控
除
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

ま
ん
の
う
町
で
は
、
寄
附
者
の
思
い
が

実
現
化
で
き
る
よ
う
に
、
寄
附
金
の
使
途

が
指
定
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、

基
金
を
創
設
し
て
、
寄
附
金
を
適
正
に
管

理
、
運
用
す
る
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

　

町
に
寄
附
を
し
た
い
方
は
、
企
画
政
策

課（
薀
７
３
・
０
１
０
６
）ま
で
ご
連
絡
を
。

ま
ん
の
う
町
琴
南
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

ま
ん
の
う
町
琴
南
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
ラ
ン

ド
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

ま
ん
の
う
町
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

右
記
施
設
の
指
定
管
理
者
と
し
て
平
成

21
年
４
月
１
日
〜
平
成
26
年
３
月
31
日
、

社
会
福
祉
法
人
正
友
会
（
ま
ん
の
う
町
長

尾
１
１
０
２
番
地
）
を
指
定
す
る
こ
と
に

決
ま
り
ま
し
た
。

ま
ん
の
う
町
エ
ピ
ア
み
か
ど
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て

ま
ん
の
う
町
琴
南
健
康
ふ
れ
あ
い
の
里
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

ま
ん
の
う
町
琴
南
高
齢
者
婦
人
活
動
セ
ン

タ
ー
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

ま
ん
の
う
町
大
川
山
キ
ャ
ン
プ
場
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

ま
ん
の
う
町
福
祉
施
設
美
霞
洞
温
泉
の
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

右
記
施
設
の
指
定
管
理
者
と
し
て
平
成

21
年
４
月
１
日
〜
平
成
22
年
３
月
31
日
、

財
団
法
人
こ
と
な
み
振
興
公
社
（
ま
ん
の

う
町
川
東
２
３
５
５
番
地
１
）
を
指
定
す

る
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

ま
ん
の
う
町
塩
入
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

ま
ん
の
う
町
塩
入
ふ
れ
あ
い
ロ
ッ
ジ
の
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

ま
ん
の
う
町
塩
入
ふ
る
さ
と
研
修
館
の
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

ま
ん
の
う
町
塩
入
健
康
セ
ン
タ
ー
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

ま
ん
の
う
町
仲
南
特
産
品
セ
ン
タ
ー
の
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

ま
ん
の
う
町
仲
南
道
の
駅
交
流
セ
ン
タ
ー

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

ま
ん
の
う
町
二
宮
忠
八
飛
行
館
の
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

右
記
施
設
の
指
定
管
理
者
と
し
て
平
成

21
年
４
月
１
日
〜
平
成
22
年
３
月
31
日
、

有
限
会
社
仲
南
振
興
公
社
（
ま
ん
の
う
町

追
上
４
２
４
番
地
１
）
を
指
定
す
る
こ
と

に
決
ま
り
ま
し
た
。

香
川
県
市
町
総
合
事
務
組
合
を
組
織
す
る

地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
及
び
香
川
県

市
町
総
合
事
務
組
合
規
約
の
一
部
変
更
に

つ
い
て

　

平
成
21
年
３
月
31
日
で
香
川
県
市
町
総

合
事
務
組
合
か
ら
財
田
川
防
災
組
合
が
脱

退
す
る
こ
と
に
伴
い
、
平
成
21
年
４
月
１

日
か
ら
香
川
県
市
町
総
合
事
務
組
合
規
約

の
一
部
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
に
決
ま
り
ま

し
た
。

香
川
県
市
町
総
合
事
務
組
合
を
組
織
す
る

地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
に
伴
う
財
産

処
分
に
つ
い
て
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ま
ん
の
う
町
議
会
定
例
会

第
4
回　

会
期
／
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月
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日
〜
22
日



　

財
田
川
防
災
組
合
へ
非
常
勤
普
通
負
担

金
お
よ
び
非
常
勤
特
別
負
担
金
の
一
部
を

還
付
す
る
場
合
に
、
非
常
勤
職
員
公
務
災

害
補
償
等
基
金
の
一
部
を
処
分
し
て
支
払

う
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

三
豊
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
町
内
通

過
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

　

三
豊
市
に
よ
る
自
家
用
自
動
車
を
使
用

し
た
有
償
旅
客
運
送
事
業
で
、
同
市
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が
ま
ん
の
う
町
を
通
過

し
て
も
い
い
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

平
成
20
年
度
ま
ん
の
う
町
一
般
会
計
補
正

予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
６
、９
８
０
万
８
千

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

が
そ
れ
ぞ
れ
93
億
５
、０
５
２
万
５
千
円

に
な
り
ま
し
た
。
地
方
債
の
限
度
額
を

１
、０
０
０
万
円
増
額
し
ま
し
た
。

平
成
20
年
度
ま
ん
の
う
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

　

事
業
勘
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
７
、
８
０
４
万

９
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
が
そ
れ
ぞ
れ
24
億
11
万
４
千
円
に
な
り

ま
し
た
。

平
成
20
年
度
ま
ん
の
う
町
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
１
億
１
、５
５
３
万
２
千
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
が
そ
れ
ぞ
れ
19

億
８
、１
６
３
万
２
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
20
年
度
ま
ん
の
う
町
簡
易
水
道
特
別

会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
57
万
円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
が
そ
れ
ぞ
れ
２
億
６
、０
４
３
万

円
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
20
年
度
ま
ん
の
う
町
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算

　

収
益
的
収
入
額
を
２
２
５
万
５
千
円
増

額
し
、
総
額
が
２
億
４
、０
４
５
万
９
千

円
に
、
収
益
的
支
出
額
を
１
、４
２
０
万
円

増
額
し
、
総
額
が
２
億
４
、４
２
４
万
５
千

円
に
な
り
ま
し
た
。

　

資
本
的
支
出
額
を
９
２
９
万
９
千
円
増

額
し
、
２
億
６
、３
１
５
万
２
千
円
に
な

り
ま
し
た
。

　

資
本
的
収
入
額
が
資
本
的
支
出
額
に
対

し
て
不
足
す
る
額
１
億
２
４
１
万
６
千
円

は
、
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
資
本
的
収

支
調
整
額
、当
年
度
損
益
勘
定
留
保
資
金
、

過
年
度
損
益
勘
定
留
保
資
金
で
補
て
ん
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
ん
の
う
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

　

平
成
21
年
１
月
１
日
か
ら
産
科
医
療
補

償
制
度
が
創
設
さ
れ
る
の
を
踏
ま
え
、
被

保
険
者
が
一
定
の
条
件
を
満
た
す
病
院

な
ど
で
出
産
を
行
っ
た
場
合
、
申
請
に

よ
り
出
産
育
児
一
時
金
と
し
て
世
帯
主

に
38
万
円
が
支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
詳
し
く
は
、
福
祉
保
険
課
（
薀

７
３
・
０
１
２
４
）
ま
で
。

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

　

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
と
し
て
、
森
本

直
樹
さ
ん
を
推
薦
す
る
こ
と
に
決
ま
り
ま

し
た
。

地
方
の
道
路
整
備
の
た
め
の
財
源
確
保
に

関
す
る
意
見
書

　

①
道
路
特
定
財
源
の
一
般
財
源
化
に
当

た
り
、
道
路
特
定
財
源
と
し
て
確
保
し
て

き
た
財
源
総
額
の
維
持
、
充
実
に
努
め
る

こ
と
②
「
地
方
道
路
整
備
臨
時
交
付
金
制

度
」、「
地
方
道
路
整
備
臨
時
貸
付
制
度
」

な
ど
、
地
方
に
配
慮
さ
れ
た
制
度
な
ど
の

拡
充
ま
た
は
そ
れ
に
か
わ
る
制
度
を
創
設

す
る
こ
と
③
国
道
32
号
綾
南
・
綾
歌
・
満

濃
バ
イ
パ
ス
、
国
道
32
号
猪
ノ
鼻
道
路
を

は
じ
め
と
す
る
幹
線
道
路
の
整
備
を
一
層

促
進
す
る
こ
と
│
な
ど
を
国
に
要
望
す
る

こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

地
方
整
備
局
の
事
務
所
・
出
張
所
の
存
続

を
求
め
る
意
見
書

　

①
香
川
河
川
国
道
事
務
所
や
そ
の
出

張
所
、
国
営
讃
岐
ま
ん
の
う
公
園
事
務

所
を
存
続
さ
せ
、
土
器
川
や
国
道
11
・

32
・
３
１
９
号
の
改
修
改
築
・
維
持
管
理

を
国
直
轄
で
行
う
と
と
も
に
、
地
方
自
治

体
も
含
め
た
災
害
対
応
が
行
え
る
よ
う
に

災
害
対
策
用
機
械
な
ど
の
整
備
を
行
う
こ

と
②
国
民
の
安
心
、
安
全
を
確
保
す
る
た

め
に
公
共
事
業
費
の
予
算
配
分
を
防
災
・

生
活
関
連
、
維
持
管
理
に
重
点
配
分
し
、

香
川
河
川
国
道
事
務
所
や
四
国
技
術
事
務

所
の
業
務
執
行
体
制
を
災
害
時
に
迅
速
に

対
応
で
き
る
体
制
に
す
る
こ
と
│
な
ど
を

国
に
要
望
す
る
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

ト
ン
ネ
ル
じ
ん
肺
根
絶
の
抜
本
的
な
対
策

を
求
め
る
意
見
書

　

①
国
は
、
平
成
19
年
６
月
に
調
印
し
た

「
ト
ン
ネ
ル
じ
ん
肺
防
止
対
策
に
関
す
る

合
意
書
」
に
基
づ
き
、
ト
ン
ネ
ル
じ
ん
肺

根
絶
の
た
め
の
対
策
を
速
や
か
に
実
行
す

る
こ
と
②
公
共
工
事
に
よ
っ
て
発
生
す
る

ト
ン
ネ
ル
じ
ん
肺
被
害
者
の
早
期
救
済
を

図
る
た
め
、「
ト
ン
ネ
ル
じ
ん
肺
基
金
制

度
」
を
早
急
に
創
設
す
る
こ
と
│
な
ど
を

国
に
要
望
す
る
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。
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出産育児一時金で38万円支給に

　生活排水処理施設
（合併処理浄化槽など）を
利用すると、くみ取りや
単独処理浄化槽に比べて、
生活排水を７～８倍き
れいにして川や海に戻
されるということを。 



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蟠

蟠
蟠
蟠
蟠
蟠
蟠
蟠
蟠
蟠
蟠
蟠
蟠
蟠

　

今
ま
で
は
、
特
別
徴
収
か
ら
普
通
徴
収

（
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
）
へ
変
更
す
る

に
は
、
国
民
健
康
保
険
税
（
国
保
税
）
の

納
付
実
績
が
あ
り
、
直
近
２
年
間
滞
納
し

て
い
な
い
方
の
み
が
対
象
で
し
た
。

　

し
か
し
、
平
成
21
年
度
分
の
徴
収
か
ら

そ
の
要
件
が
な
く
な
り
、
申
し
出
に
よ
り

納
付
方
法
が
変
更
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
た
だ
し
、
申
し
出
の
時
期
に
よ
っ

て
は
特
別
徴
収
の
中
止
時
期
が
ご
希
望
に

そ
え
な
い
場
合
が
あ
る
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
口
座
振
替
に
変
更
後
、
滞
納
が

生
じ
た
場
合
は
、
特
別
徴
収
に
切
り
替
わ

り
ま
す
。

■
納
付
方
法
を
変
更
す
る
に
は

　

印
鑑（
認
め
印
で
可
。）を
ご
持
参
の
上
、

役
場
税
務
課
、
各
支
所
、
美
合
出
張
所
の

い
ず
れ
か
の
窓
口
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■ 

役
場
に
来
ら
れ
る
前
に
、
ま
ず
は
金
融

機
関
へ
行
く
必
要
が
あ
る
場
合
も

　

口
座
振
替
の
登
録
を
さ
れ
て
い
な
い
方

や
、
以
前
に
国
保
税
の
納
付
に
使
わ
れ
て

い
た
口
座
を
変
更
さ
れ
る
方
の
場
合
、
事

前
に
町
指
定
の
金
融
機
関
の
窓
口
で
「
預

貯
金
口
座
振
替
依
頼
書
」
を
ご
提
出
い
た

だ
き
（
こ
の
際
、
通
帳
の
届
け
出
印
が
必

要
。）、
そ
の
本
人
控
え
も
ご
持
参
の
上
、

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

ま
ん
の
う
町
税
務
課

　

薀
０
８
７
７
（
７
３
）
０
１
０
４

　

消
防
法
と
仲
多
度
南
部
消
防
組
合
火

災
予
防
条
例
に
よ
り
平
成
23
年
６
月
ま
で

に
、
す
べ
て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報

器
（
住
警
器
）
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
ん
の
う
町
で
は
、
住
警
器
の
普
及
を

促
進
す
る
た
め
に
、
高
齢
者
や
障
害
者
な

ど
を
対
象
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
購
入
費

等
助
成
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
者

　

①
70
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯

　

② 

身
体
障
害
者
手
帳
２
級
以
上
や
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
２
級
以
上
、

療
育
手
帳
Ａ
以
上
取
得
者
の
世
帯

　

③ 

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
、

聴
覚
障
害
を
有
す
る
者
の
世
帯

　

④ 

要
介
護
４
以
上
の
介
護
認
定
者
の
世

帯

■
助
成
金
額

　

住
警
器
の
購
入
費
と
設
置
費
（
購
入
と

合
わ
せ
て
業
者
が
行
っ
た
も
の
に
限
り
ま

す
。）
の
合
計
額
。
た
だ
し
、
一
世
帯
当

た
り
３
千
円
が
上
限
で
、
１
０
０
円
未
満

の
端
数
は
切
り
捨
て
。

■
購
入
時
期

　

平
成
18
年
６
月
１
日
〜
平
成
23
年
５
月

31
日

■
そ
の
他

　

助
成
対
象
の
住

警
器
（
Ｎ
Ｓ
マ
ー

ク
＝
下
図
＝
が
付

い
て
い
る
も
の
）
を
、
自
治
会
で
共
同
購

入
し
た
場
合
、
自
治
会
長
が
一
括
し
て
申

請
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

申
請
書
な
ど
の
関
係
諸
書
類
は
、
役
場

総
務
課
、
各
支
所
、
美
合
出
張
所
の
窓
口

に
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

ま
ん
の
う
町
総
務
課

　

薀
０
８
７
７
（
７
３
）
０
１
０
０

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納
付
方

法
は
原
則
、
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の

天
引
き
）
で
す
。
現
在
、
特
別
徴
収
の
方

は
、
一
定
の
要
件
（
平
成
20
年
８
月
号
の

広
報
ま
ん
の
う
２
ペ
ー
ジ
参
照
）
を
満
た

せ
ば
、
申
し
出
に
よ
り
普
通
徴
収
（
口
座

振
替
に
よ
る
納
付
）
へ
変
更
で
き
ま
す
。

　

そ
の
要
件
が
、
平
成
21
年
度
か
ら
な
く

な
り
、
被
保
険
者
は
、
申
し
出
に
よ
り
ど

な
た
の
口
座
か
ら
で
も
振
替
可
能
と
な
り

ま
す
。
た
だ
し
、
切
り
替
え
た
こ
と
に
よ

り
保
険
料
の
滞
納
が
生
じ
た
場
合
は
、
特

別
徴
収
に
戻
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
被
保
険
者
本
人
に
代
わ
り
口
座

振
替
に
よ
り
保
険
料
を
納
付
し
た
方
は
、

所
得
税
な
ど
で
社
会
保
険
料
控
除
の
適
用

が
受
け
ら
れ
、
税
負
担
が
軽
く
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

■ 

納
付
方
法
の
変
更
を
ご
希
望
の
方
は
、

ま
ず
窓
口
へ

　

役
場
税
務
課
、
各
支
所
の
い
ず
れ
か
の

窓
口
に
一
度
お
越
し
い
た
だ
け
れ
ば
、
今

後
の
必
要
な
手
続
き
に
つ
い
て
お
伝
え
し

ま
す
。

　

た
だ
し
、申
し
出
の
時
期
に
よ
っ
て
は
、

特
別
徴
収
の
中
止
時
期
が
６
月
分
以
降
に

な
る
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

香
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
事
務

局　

薀
０
８
７
（
８
１
１
）
１
８
６
６

ま
ん
の
う
町
税
務
課

　

薀
０
８
７
７
（
７
３
）
０
１
０
４
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平
成
21
年
度
の
国
保
税

特
別
徴
収（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）

が
口
座
振
替
に
変
更
可
能
で
す

高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
が
対
象

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
購
入
費

な
ど
が
助
成
さ
れ
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

平
成
21
年
度
分
か
ら
納
付
方
法

の
変
更
要
件
が
緩
和
へ
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〜
外
国
か
ら
見
た
ま
ん
の
う
町
　
日
本
人
の
知
ら
な
い
新
し
さ
の
発
見
〜 

国
際
交
流
講
演
会

ま
ず
は
、
知
る
こ
と
か
ら
始
め
て

み
よ
う

　

ま
ん
の
う
町
国
際
交
流
講
演
会
が
平
成

20
年
12
月
21
日
、
町
民
文
化
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
８
月
に
海
外
派
遣
さ
れ
た
町
内
中

学
生
に
よ
る
報
告
会
の
後
、
長
谷
川
ま
り

子
さ
ん
＝
写
真
＝
に
よ
る
講
演
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

長
谷
川
さ
ん
は
昨
年
、
著
書
『
少
女
売

買
│
イ
ン
ド
に
売
ら
れ
た
ネ
パ
ー
ル
の
少

女
た
ち
│
』
で
新
潮
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
賞
を

受
賞
し
、
人
身
売
買
被
害
者
支
援
の
た
め

の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ラ
リ
グ
ラ
ス
・
ジ
ャ
パ
ン
の
代

表
を
務
め
て
い
ま
す
。

　

講
演
で
は
、人
身
売
買
さ
れ
る
、ネ
パ
ー

ル
の
少
女
や
女
性

を
取
り
巻
く
状
況

や
、
そ
れ
が
起
こ

る
要
因
な
ど
が
話

さ
れ
、
ま
ず
知
る

こ
と
の
大
切
さ
を

聴
衆
に
訴
え
か
け

ま
し
た
。

外
国
文
化
講
座

ク
リ
ス
マ
ス
も
世
界
で
い
ろ
い
ろ

　

外
国
文
化

講
座
が
平
成

20
年
12
月
20

日
、
か
り
ん

会
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

県
の
外
国

語
指
導
助
手

（
Ａ
Ｌ
Ｔ
、
ア
メ
リ
カ
）
や
、
町
の
国
際

交
流
員
（
Ｃ
Ｉ
Ｒ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）、

県
の
Ｃ
Ｉ
Ｒ
（
中
国
）
を
招
待
し
て
、
参

加
者
は
、
各
国
の
ク
リ
ス
マ
ス
事
情
を
聴

き
ま
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
に
伝
わ
る
ト
ナ
カ
イ
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
こ
の
時

期
は
夏
な
の
で
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
格

好
を
し
て
、
ビ
ー
チ
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を

す
る
こ
と
。中
国
で
は
日
本
と
同
じ
よ
う
に
、

若
者
同
士
で
パ
ー
テ
ィ
ー
を
す
る
こ
と
。

　

こ
の
よ
う
な
話
を
聞
い
た
後
、
七
面
鳥

の
丸
焼
き
や
ケ
ー
キ
な
ど
を
食
べ
、
参
加

者
各
自
が
用
意
し
て
き
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
の

交
換
を
し
ま
し
た
。

一
夫
多
妻
制
の
国
、
マ
レ
ー
シ
ア

　

日
本
を
は
じ
め
、
世
界
の
多
く
の
国
々

は
、
一
夫
一
婦
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。
で

も
、
僕
た
ち
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
場
合
、
一

夫
多
妻
制
で
４
人
ま
で
妻
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
マ
レ
ー

シ
ア
国
民
み
ん
な
で
な
く
、
イ
ス
ラ
ム
教

徒
だ
け
に
適
用
さ
れ
る
法
律
で
す
。

　

そ
れ
を
す
る
に
は
、
厳
し
い
条
件
を
満

た
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
①
一
定
以

上
の
収
入
が
あ
る
こ
と
の
証
明
②
妻
た
ち

を
平
等
に
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

③
新
し
い
人
と
結
婚
す
る
と
き
は
、
妻
た

ち
や
そ
の
子
供
た
ち
ま
で
が
チ
ェ
ッ
ク
す

る
こ
と
│
こ
う
い
っ
た
条
件
を
裁
判
所
が

認
め
た
ら
、
結
婚
で
き
ま
す
。

　

婚
姻
届
に
は
、
①
奥
さ
ん
に
お
金
を
渡

す
こ
と
②
子
供
を
育
て
る
こ
と
③
暴
力
を

振
る
わ
な
い
こ
と
│
な
ど
の
誓
約
が
書
か

れ
て
い
ま
す
。

　

離
婚
は
、
３
度
願
い
出
て
、
よ
う
や
く

認
め
ら
れ
ま
す
。

　

日
本
人
も
マ
レ
ー
シ
ア
に
来
て
イ
ス

ラ
ム
教
徒
に
な
れ
ば
、
一
夫
多
妻
制
は
認

め
ら
れ
ま
す
。
い
ず
れ
に
せ
よ
お
金
持
ち

で
な
い
と
４
人
の
妻
と
そ
の
子
供
た
ち
を

養
え
な
い
の
で
、
マ
レ
ー
シ
ア
で
も
普
通

は
奥
さ
ん
が
一
人
で
す
。
ち
な
み
に
、
王

様
は
一
人
し
か
奥
さ
ん
が
認
め
ら
れ
ま
せ

ん
。
な
ぜ
な
ら
、
ク
イ
ー
ン
は
、
た
だ
一

人
だ
か
ら
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
一
夫
多
妻
制
や
、
先
月
号

で
紹
介
さ
れ
て
い
た
、
女
性
が
顔
以
外
を

隠
す
習
慣
は
、
女
性
へ
の
救
済
制
度
（
夫

を
亡
く
し
た
女
性
や
家
の
貧
困
な
ど
か
ら

の
経
済
的
救
済
）
の
名
残
と
し
て
残
っ
て

い
る
も
の
で
す
。

　

一
方
で
、
首
都
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル

に
は
、
当
時
世
界
で
最
も
高
い
ビ
ル
と

い
わ
れ
た
ペ
ト
ロ
ナ
ス
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー

が
あ
り
、
２
０
２
０
年
に
先
進
国
社
会

に
仲
間
入
り
す
る
と
の
目
標
「
ワ
ワ
サ
ン

２
０
２
０
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

僕
の
今
の
仕
事
や
勉
強
が
、
こ
れ
か
ら

の
ア
ジ
ア
の
発
展
を
日
本
の
人
た
ち
と
一

緒
に
考
え
て
い
く
際
に
役
立
て
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

（
公
文　

ア
ジ
キ
・
ビ
ン
・
ガ
ヒ
ム
ン
）
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目
指
す
は
「
自
立
期
間
」
の
延
長

　

高
齢
化
社
会
と
い
わ
れ
て
い
る
現
在
、

「
自
立
期
間
」
を
延
ば
し
て
い
こ
う
と
い

う
考
え
方
が
広
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
「
自
立
期
間
」
と
は
、
高
齢
に
な
っ
て

も
介
護
な
ど
を
必
要
と
し
な
い
で
、
活
動

的
に
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
期
間
の

こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
「
自
立
期
間
」
を
長
く
し
て
い
く
た
め

に
は
、
現
在
注
目
さ
れ
て
い
る
「
生
活
習

慣
病
」、
ま
た
は
「
転
倒
」
を
防
ぐ
こ
と

が
大
切
で
す
。
こ
れ
ら
は
、
運
動
不
足
と

の
関
連
性
が
高
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
「
転
倒
」
は
、
近
代
化
さ
れ
た
便
利

社
会
の
影
響
で
、
脚
や
全
身
の
筋
力
低
下

の
影
響
が
大
き
い
の
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
高
齢
者
に
と
っ
て
も
、「
転

倒
」
を
防
止
す
る
よ
う
な
筋
力
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

老
化
は
、
脚
か
ら
始
ま
る

　

一
般
的
に
、
加
齢
に
よ
り
筋
力
は
変
化

し
ま
す
。
高
齢
者
の
場
合
は
、
一
般
的
に

下
肢
（
脚
部
分
）
の
方
が
、
上
肢
（
腕
部

分
）
よ
り
も
筋
力
の
低
下
率
が
大
き
い
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
男
女
共
通
で

す
。「
脚
か
ら
老
化
が
始
ま
る
」
と
い
わ

れ
る
の
に
は
、
理
由
が
あ
っ
た
の
で
す
。

た
だ
歩
く
だ
け
で
は
不
十
分

　

転
倒
の
予
防
の
た
め
、
歩
く
能
力
を

向
上
す
る
に
は
、
歩
幅
を
広
げ
て
、
脚
が

高
く
上
が
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
歩
幅
を
広
げ
る
に
は
脚
を
大
き
く
振

り
出
せ
る
筋
力
と
、
脚
が
大
き
く
振
り
出

さ
れ
た
身
体
を
安
定
さ
せ
る
バ
ラ
ン
ス
能

力
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

最
近
の
転
倒
や
歩
行
に
関
す
る
研
究
に

よ
れ
ば
、
歩
幅
を
広
げ
る
に
は
、
普
通
に

た
だ
歩
く
だ
け
で
は
筋
肉
に
対
し
て
の
刺

激
が
低
す
ぎ
て
、
筋
力
の
強
化
に
は
不
十

分
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま

し
た
。

　

し
た
が
っ
て
、
歩
く
だ
け
で
は
な
く
、

脚
部
分
や
体
幹
部
な
ど
全
身
の
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
全
身

の
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
、
バ
ラ
ン
ス
能

力
向
上
に
も
有
効
で
す
。

階
段
を
使
っ
て
、
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

　

あ
る
公
民
館
の
階
段
に
、
こ
ん
な
言
葉

を
書
い
た
紙
が
張
っ
て
あ
り
ま
し
た
。

「
階
段
は
無
料
の
エ
ク
サ
サ
イ

ズ
！
」

　

ま
さ
に
そ
の
と
お
り
で
す
。

　

つ
い
つ
い
隣
に
見
え
る
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
か
ら
の
誘
惑
に
負
け
て
し
ま
い
ま
す

が
、階
段
で
の
歩
行
は
、と
て
も
大
切
で
す
。

　

階
段
を
上
る
と
い
う
行
動
に
は
、
股
関

節
か
ら
太
も
も
を
前
方
に
大
き
く
振
り
出

し
、
太
も
も
を
引
き
上
げ
る
運
動
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
運
動
の
連
続
で
、
年
齢
と
と
も

に
減
少
し
て
い
く
、
股
関
節
の
屈
曲
動
作

を
行
う
筋
肉
群
を
鍛
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

で
す
か
ら
、ウ
オ
ー
キ
ン
グ
と
併
せ
て
、

階
段
を
使
っ
て
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
取
り

入
れ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ち
な
み
に
、
上
る
と
き
だ
け
で
な
く
、

下
り
る
と
き
も
重
要
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に

な
り
ま
す
。
山
登
り
な
ど
で
、
上
り
よ
り

も
下
り
の
方
が
き
つ
い
と
い
う
の
は
、
誰

し
も
が
経
験
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
下
り

で
は
、
筋
肉
が
伸
び
な
が
ら
力
を
発
揮
す

る
必
要
が
あ
る
た
め
、
よ
り
負
荷
が
か
か

る
の
で
す
。

　
　

今
月
の
ち
ょ
っ
と
目
標

「
記
録
を
付
け
る
こ
と
で
、
人
は
成

長
す
る
」

　

新
年
が
始
ま
っ
て
、
新
し
い
目
標
を

立
て
ら
れ
た
方
、
達
成
具
合
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
当
然
、
人
そ
れ
ぞ
れ
に
目
標

が
あ
っ
て
、
達
成
具
合
も
異
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
ど
う
せ
や
る
な
ら
、
目
標
は

常
に
達
成
し
た
い
も
の
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
真
新
し
い
カ
レ
ン
ダ
ー

に
、
目
標
の
達
成
具
合
を
記
入
し
て
み
る

の
も
一
法
で
す
。
や
り
方
は
い
た
っ
て
簡

単
。
カ
レ
ン
ダ
ー
の
日
付
の
上
に
、○
、△
、

×
を
付
け
る
だ
け
で
す
。
そ
れ
に
加
え
て
、

記
入
す
る
時
間
を
決
め
、
毎
日
記
入
し
、

月
に
１
回
検
証
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

そ
う
す
る
こ
と
で
、
自
分
自
身
の
行

動
パ
タ
ー
ン
が
一
目
瞭
然
に
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、「
水
曜
日
は
い
つ
も
×
だ
な
。」

「
な
ら
ば
、
水
曜
日
の
改
善
点
は
？
」「
水

曜
日
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
、
木
曜
日
に

ち
ょ
っ
と
頑
張
っ
て
み
よ
う
。」
と
い
う

よ
う
に
、
自
然
と
、
次
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
行
動
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま

す
。

　

大
切
な
の
は
、
記
録
を
付
け
て
継
続
す

る
こ
と
で
す
。
さ
あ
、
今
日
か
ら
始
め
ま

し
ょ
う
。
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片
山
昭
彦
　
准
教
授 



材料（4人分） 

作り方 

� � 

� 

魚のみそチーズ焼き 

●エネルギー 221kcal ●タンパク質 18.3ｇ ●脂質 11.7ｇ ●食物繊維 2.2ｇ ●食塩 1.4ｇ 

600kcal栄養バランスメニュー 
ご飯、魚のみそチーズ焼き、澄まし汁、 

干し柿、ヨーグルト 

●白身魚 60g×4切　●塩 小さじ1/2　●こしょう 少 （々●中みそ 大さじ2 
●だし汁 大さじ2　●酒 大さじ2　●砂糖 大さじ1強）　●ピザ用チーズ 60g 
●油 大さじ1　●酒 大さじ2　●チンゲン菜 240g（●なめこ 80g 
●みりん 大さじ1　●しょうゆ 大さじ1）●バター 10g　●白いりごま 大さじ1

風邪予防の食品を 
いっぱい取り入れ、 
栄養バランスの取れた 
朝食にしましょう。 

魚、塩、こしょう、酒 

水気をふき取った魚 

②＋ 
チーズ、酒 

油 
強火で両面を焼く。 

弱火で蒸し焼き1～2分 

火にかけ、練る。 

みそ、だし汁、 
酒、砂糖 

チンゲン菜、4cm長さ 
石づきやごみを取り、 
みりんとしょうゆで 
煮たなめこ 

強火でさっといためる。 

バター 

③ 

①に白ごまを振る。 

運動 

水 

おやつ 

主食 

副菜 

主菜 
果
物 

牛
乳
・ 

乳
製
品 

※メニューをコマにあてはめると 

ご飯 

ヨーグルト 干し柿 

魚のみそチーズ焼き 

魚のみそ 
チーズ焼きの 
付け合わせ 

澄まし汁 
魚の上のチーズ 

　

昨
年
の
11
月
か
ら
始
ま
っ
た
中
讃
テ
レ

ビ
の
番
組
『
食
育
工
房
』。
番
組
に
は
ヘ

ル
ス
メ
イ
ト
（
食
生
活
改
善
推
進
員
）
や

町
の
管
理
栄
養
士
な
ど
が
出
演
し
て
い
ま

す
。
２
月
の
放
送
内
容
分
で
第
４
弾
目
を

む
か
え
ま
す
が
、
番
組
を
ご
覧
に
な
っ
て

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

何
事
も
そ
う
で
す
が
、
同
じ
体
験
を
し

て
も
、
そ
こ
か
ら
感
じ
る
こ
と
や
学
ぶ
こ

と
は
、人
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
り
ま
す
。

テ
レ
ビ
を
視
聴
す
る
と
い
う
体
験
も
同
様

で
す
。

　

今
回
は
、
そ
の
体
験
を
充
実
す
る
た
め

の
、
ち
ょ
っ
と
し
た
ヒ
ン
ト
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

料
理
レ
シ
ピ
は
、一
つ
の
き
っ
か
け

　

料
理
を
す
る
と
き
に
限
ら
ず
、
何
か
新

し
い
こ
と

を
す
る
と

き
は
、
人

は
ま
ず
、

「
も
の
ま

ね
」
か
ら

は
い
り
ま

す
。

　

料
理
で

い
え
ば
、
作
っ
て

い
る
人
の
行
動
に

合
わ
せ
て
、
同
じ

も
の
を
作
ろ
う
と

し
ま
す
。
そ
れ
を

何
回
も
何
回
も
繰

り
返
す
こ
と
に
よ

り
、
一
定
の
成
果

を
出
そ
う
と
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
一
種
の

「
型
」
を
身
に
付
け
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

「
型
」を
身
に
付
け
オ
リ
ジ
ナ
ル
へ

　
「
型
」
が
身
に
付
い
た
と
い
う
こ
と
は
、

料
理
の
基
本
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

基
本
が
で
き
て
い
れ
ば
、
身
に
付
け
た

こ
と
を
応
用
す
る
の
は
簡
単
で
す
。

　

今
月
の
「
魚
の
み
そ
チ
ー
ズ
焼
き
」
で

い
え
ば
、
付
け
合
わ
せ
の
野
菜
を
別
の
野

菜
に
か
え
て
み
る
と
か
、
魚
と
み
そ
チ
ー

ズ
の
組
み
合
わ
せ
を
、
別
の
素
材
と
み
そ

チ
ー
ズ
に
し
て
み
る
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
が
試
せ
ま
す
。

　

そ
う
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
と
き
、
料
理
を
す
る
の
が
楽
し
く
な
る

だ
け
で
な
く
、「
食
」
そ
の
も
の
に
こ
だ

わ
る
自
分
に
気
付
く
は
ず
で
す
。

9

中讃テレビ番組『食育工房』・食育だより

料
理
と
い
え
ど
も
、「
も
の
ま
ね
」が
す
べ
て
の
始
ま
り

まんのう町食生活改善推進協議会の副会長、
闍尾年子さん＝写真右
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バ
レ
ン
タ
イ
ン
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は
か
な
い
恋
の
物
語 

Valentine’s short-lived love story
川
東
用
水
の
大
恩
人　

高
尾
永
兵
衛

　

琴
南
地
区
川
東
は
、
地
質
に
恵
ま
れ
て

い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
水
が
乏
し
く
稲

作
が
で
き
な
か
っ
た
。
土
器
川
か
ら
水
を

引
く
に
も
、
途
中
に
滝
山
と
呼
ば
れ
る
岩

山
が
川
ま
で
迫
り
、
急

き
ゅ
う

峻し
ゅ
んな
断だ

ん

崖が
い

絶
壁
が

立
ち
は
だ
か
っ
て
、
水
路
を
作
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

寛
文
十
一
年
（
一
六
七
一
）
時
の
川
東

村
政ま

ん

所ど
こ
ろ、
高
尾
右
衛
門
三
郎
盛
直
（
通
称

永
兵
衛
）
は
、
大
胆
に
も
こ
の
地
に
水
を

引
き
水
田
化
す
る
こ
と
を
企
て
る
。
岩
壁

を
削
り
、
絶
壁
に
水
路
を
造
る
事
を
考
え

た
の
で
あ
る
。
寛
文
十
一
年
正
月
、
お
上

に
願
い
出
て
許
可
さ
れ
、
翌
年
二
月
に
着

工
す
る
計
画
で
準
備
を
進
め
る
。
が
、
上

方
や
中
通
免
な
ど
か
ら
反
対
が
起
こ
る
。

　

永
兵
衛
は
、
こ
れ
ら
の
解
決
に
奔
走

し
、
や
っ
と
百
姓
の
了
承
が
得
ら
れ
着
工

す
る
こ
と
に
な
る
も
の
の
、
工
事
は
順
調

に
は
進
ま
な
か
っ
た
。
各
郷
中
か
ら
、
一

村
当
た
り
六
人
ず
つ
人
夫
を
出
す
と
い
う

約
束
で
あ
っ
た
が
、
二
、三
日
来
た
だ
け

で
、
後
は
一
人
も
来
な
く
な
る
。
政
所
に

催
促
す
る
と
、
川
東
は
極
め
て
遠
方
で
、

そ
の
上
満
濃
池
の
工
事
に
掛
か
っ
て
い
る

た
め
、
人
夫
の
派
遣
は
困
難
と
の
返
事
。

　

や
む
な
く
村
内
の
百
姓
や
石
工
だ
け
で

工
事
を
進
め
る
が
、
現
場
は
足
場
も
な
い

絶
壁
で
、
し
か
も
堅
い
岩
が
立
ち
は
だ
か

る
難
工
事
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
村
内

の
百
姓
で
す
ら
尻
込
み
し
て
、
人
夫
は
な

か
な
か
集
ま
ら
な
か
っ
た
。

　

永
兵
衛
は
、
早
朝
か
ら
現
場
に
赴
き
指

揮
を
執
る
。
岩
場
の
上
の
松
の
木
か
ら
命

綱
を
降
ろ
し
、
こ
れ
を
身
体
に
縛
り
付
け

て
、作
業
の
安
全
を
確
保
す
る
。
さ
ら
に
、

掘
っ
た
岩
と
同
じ
量
の
米
を
報
酬
と
し

て
与
え
る
と
約
束
し
た
。
人
々
は
、
私
財

を
投
げ
出
し
て
ま
で
、
水
路
工
事
の
完
成

に
執
念
を
燃
や
す
永
兵
衛
の
情
熱
に
打
た

れ
、
人
夫
は
一
人
増
え
二
人
増
え
、
立
ち

は
だ
か
る
岩
場
に
挑
ん
で
い
っ
た
。

　

数
年
後
、
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
水

路
が
完
成
し
、
大
喜
び
し
た
百
姓
た
ち
は

我
先
に
と
水
田
を
拓ひ

ら

い
た
。
高
尾
永
兵
衛

の
一
身
を
投
げ
打
っ
た
壮
挙
は
、
今
、
川

東
本
村
地
区
十
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
余
の
美
田

に
、
毎
年
見
事
な
黄
金
色
を
輝
か
せ
る
。

彼
こ
そ
川
東
本
村
の
偉
大
な
る
恩
人
な
の

で
あ
る
。

（
文
責　

川
東　

山
下
光
男
）

　

女
性
の
皆
さ
ん
、
２
月
14
日
の
バ
レ

ン
タ
イ
ン
デ
ー
の
準
備
は
進
ん
で
い
ま
す

か
。
日
本
で
は
、
女
性
か
ら
男
性
に
「
義

理
チ
ョ
コ
」
や
「
本
命
チ
ョ
コ
」
を
あ
げ

た
り
、「
友
チ
ョ
コ
」
と
い
っ
て
女
性
同

士
で
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
贈
り
合
っ
た
り
す

る
習
慣
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　

こ
の
日
は
も
と
も
と
、「
バ
レ
ン
タ
イ

ン
」
と
い
う
聖
者
を
祝
う
日
で
あ
っ
た
こ

と
を
ご
存
じ
で
し
た
か
。
今
回
は
、
こ
の

聖
バ
レ
ン
タ
イ
ン
に
ま
つ
わ
る
逸
話
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　

実
は
、
こ
の
聖
バ
レ
ン
タ
イ
ン
と
呼
ば

れ
る
人
物
は
７
人
い
て
、
そ
の
う
ち
こ
の

日
に
祝
わ
れ
る
聖
者
は
二
人
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
そ
の
う
ち
の
一
人
の
こ
と
が
現
在

ま
で
言
い
伝
え
ら
れ
て
、
有
名
に
な
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。

　

時
は
３
世
紀
の
ロ
ー
マ
。
こ
の
時
代
で

は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
を
支
援
す
る
こ
と
は

違
法
で
し
た
。

　

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
バ
レ
ン
タ
イ

ン
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
司
祭
と
し
て
キ
リ

ス
ト
教
徒
を
支
援
す
る
だ
け
で
な
く
、
秘

密
裏
に
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
結
婚
式
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
事
実
が
皇
帝
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ウ
ス
２

世
に
知
ら
れ
、
バ
レ
ン
タ
イ
ン
は
逮
捕
、

投
獄
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
な
ぜ
か
皇
帝
は
バ
レ
ン
タ
イ

ン
に
会
い
、
意
気
投
合
し
た
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
バ
レ
ン
タ
イ
ン
は
、
皇
帝
を
キ

リ
ス
ト
教
に
改
宗
さ
せ
よ
う
と
し
た
結
果
、

そ
の
行
為
が
皇
帝
を
激
怒
さ
せ
、
バ
レ
ン

タ
イ
ン
は
死
刑
に
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

一
説
に
よ
る
と
、
死
刑
の
前
に
、
バ
レ

ン
タ
イ
ン
は
、
看
守
の
、
目
の
見
え
な
い

娘
を
治
す
と
い
う
奇
跡
を
起
こ
し
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
彼
女
あ
て
に

最
後
の
手
紙
を
書
き
、
そ
の
手
紙
の
終
わ

り
に
は「
あ
な
た
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
か
ら
」

と
署
名
さ
れ
て
い
ま
し
た
。こ
の
手
紙
で
、

バ
レ
ン
タ
イ
ン
は
看
守
の
娘
に
恋
を
し
て

い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
結

局
、
バ
レ
ン
タ
イ
ン
は
死
刑
に
さ
れ
た
の

で
、
彼
女
と
の
恋
が
成
就
す
る
こ
と
は
な

か
っ
た
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
ロ
マ
ン
ス
と
聖
バ
レ
ン
タ

イ
ン
が
結
び
つ
い
て
、
２
月
14
日
に
バ
レ

ン
タ
イ
ン
カ
ー
ド
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
渡
す

習
慣
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

　

ち
な
み
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
も
、

こ
の
日
が
意
味
す
る
宗
教
色
は
薄
れ
、
日

本
と
同
じ
よ
う
な
習
慣
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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ふるさと探訪・ますます国際交流

高尾永兵衛の記念碑



� 
シ
リ
ー
ズ 

「
香
川
人
権
ゆ
か
り
の
地
巡
り（
10
）」 

　

羽
が
縮
れ
て
飛
べ
な
い
ホ
タ
ル
を
見

捨
て
ず
に
助
け
た
勇
敢
な
ホ
タ
ル
に
感

動
し
ま
し
た
。
身
代
わ
り
に
な
っ
た
ホ

タ
ル
を
見
て
他
の
ホ
タ
ル
た
ち
も
自
分

が
行
こ
う
と
思
っ
て
い
た
と
言
っ
て
い

ま
し
た
。

　

ホ
タ
ル
た
ち
は
、
飛
べ
な
い
ホ
タ
ル

の
こ
と
を
ち
ゃ
ん
と
仲
間
だ
と
認
め
て

い
た
の
で
す
。
仲
間
と
し
て
認
め
て
く

れ
た
こ
と
を
知
っ
た
飛
べ
な
い
ホ
タ
ル

は
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

ホ
タ
ル
を
つ
か
ま
え
に
き
た
男
の
子

に
も
わ
け
が
あ
り
ま
し
た
。
足
の
不
自

由
な
妹
に
ホ
タ
ル
を
見
せ
た
か
っ
た
の

で
す
。

　

勇
敢
な
ホ
タ
ル
は
、
そ
の
こ
と
が
分

か
っ
て
い
た
の
で
、
逃
げ
ら
れ
る
の
に

逃
げ
ず
に
、
女
の
子
の
見
え
る
と
こ
ろ

を
飛
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
の
ホ
タ
ル
た

ち
は
本
当
に
優
し
い
な
あ
と
思
い
ま
し

た
。

　

ぼ
く
た
ち
四
条
小
学
校
で
は
、「
気

づ
き　

考
え　

実
行
す
る
」
を
め
あ
て

に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ホ
タ
ル
た
ち
の

よ
う
に
自
分
の
周
り
の
こ
と
に
気
づ
き
、

友
達
の
こ
と
を
考
え
て
、
行
動
し
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

　

こ
の
お
話
か
ら
、
仲
間
た
ち
の
飛
べ

な
い
ホ
タ
ル
の
こ
と
を
思
う
気
持
ち
が

強
く
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
特
に
、
勇

敢
な
ホ
タ
ル
が
飛
べ
な
い
ホ
タ
ル
の
身

代
わ
り
に
な
る
と
こ
ろ
が
心
に
残
り
ま

し
た
。
自
分
が
飛
べ
る
か
ら
、
飛
べ
な

い
ホ
タ
ル
の
こ
と
な
ど
ど
う
で
も
い
い

と
思
わ
な
い
ホ
タ
ル
た
ち
は
す
て
き
で

す
。
相
手
の
こ
と
を
考
え
て
あ
げ
て
い

る
の
に
感
動
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
四
年
生
は
、
月
に
一
回
ぐ
ら

い
国
営
讃
岐
ま
ん
の
う
公
園
の
自
然
生

態
園
で
生
き
物
の
観
察
を
し
て
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
命
の
輝
き
を
見
つ
け
て
い

ま
す
。

　

こ
の
間
見
た
虫
た
ち
の
命
の
輝
き
が

心
に
残
っ
て
い
ま
す
。仲
間
と
い
っ
し
ょ

に
寒
い
冬
を
乗
り
こ
え
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。で
も
、一
つ
の
命
だ
け
で
は
生
き

て
い
け
ま
せ
ん
。仲
間
と
の
助
け
合
い
が

あ
る
か
ら
生
き
て
い
け
る
の
で
す
。私
た

ち
人
間
だ
っ
て
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
も
、
こ
の
ホ
タ
ル
の
仲
間
た
ち
や

観
察
し
た
虫
た
ち
の
よ
う
に
、
友
達
の

こ
と
を
考
え
て
み
ん
な
と
仲
よ
く
助
け

合
い
な
が
ら
、
精
一
杯
生
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

大
島
青
松
園
（
高
松
市
）

ハ
ン
セ
ン
病
苦
難
の
島

　

絶
対
隔
離
策

を
定
め
た
「
ら

い
予
防
法
」
は

１
９
９
６
年
に

廃
止
さ
れ
ま
し

た
が
、
高
松
市

沖
の
国
立
療
養
所
「
大
島
青
松
園
」
に

は
今
な
お
誤
解
や
偏
見
の
た
め
に
社
会

復
帰
で
き
な
い
元
患
者
さ
ん
た
ち
約

１
３
０
人
が
余
生
を
過
ご
し
て
お
ら
れ

ま
す
。

　

ハ
ン
セ
ン
病
は
、
今
は
薬
に
よ
っ
て

簡
単
に
治
り
ま
す
。
最
近
は
人
権
学
習
で

大
島
青
松
園
を
訪
問
す
る
若
者
た
ち
が

増
え
、
施
設
は
人
権
侵
害
の
島
か
ら
人
権

発
信
の
島
へ
と
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

島
の
北
部
に
は
「
風
の
舞
」
と
呼

ば
れ
る
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
型
の
慰
霊
碑
が

建
っ
て
い
ま
す
。
国

の
施
策
に
よ
っ
て

生
涯
、
施
設
に
隔

離
さ
れ
た
人
々
は
、

「
せ
め
て
死
ん
だ
ら
灰
に
な
っ
て
、
風
に

乗
っ
て
故
郷
に
帰
り
た
い
。」
と
切
な
い

望
郷
の
念
を
語
り
合
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

大
島
青
松
園
は
、
１
９
０
９
年
に
中
四

国
８
県
に
よ
っ
て
開
設
さ
れ
、
１
９
４
１

年
に
国
立
療
養
所
に
な
り
ま
し
た
。

【
交
通
】

高
松
港
と
庵
治
港
か
ら
船
で
約
20
分

【
問
い
合
わ
せ
先
】

高
松
市
人
権
啓
発
課

　

薀
０
８
７
（
８
３
９
）
２
２
９
２

国
立
療
養
所
大
島
青
松
園

　

薀
０
８
７
（
８
７
１
）
３
１
３
１

長
炭
小
3
年
生
を
迎
え
て
の
節
分
交
流
会

日
時
／
２
月
４
日（
水
）　

午
前
10
時
30
分
〜

場
所
／
長
尾
会
館

参
加
費
／
一
人　

３
０
０
円

町
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

参
加
ご
希
望
の
方
は
、
長
尾
会
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】薀（
７
９
）２
０
２
１
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人権コラム・会館ジャーナル・人権作文コーナー

「
と
べ
な
い
ホ
タ
ル
」を
読
ん
で

四
条
小
学
校　

四
年

近  

藤　
　

巧

大島青松園玄関

納骨堂

「
と
べ
な
い
ホ
タ
ル
」を
読
ん
で

四
条
小
学
校　

四
年

冨  

田　

波
留
香



おくやみ

　�何口からでも加入できて、増減も自由 
　毎月の掛け金の上限である68,000円の範囲内なら何口からでも始められ、さらに加入後も増減できます。た
だし、個人型確定拠出年金に加入している場合には、その掛け金と合わせて68,000円が上限になります。 

 加入できる人は 
　20歳から60歳未満の国民年金第１号被保険者です。ただし、国民年金の保険料を免除されている人、農業者年
金に加入している人は加入できません。 

 国民年金本体の保険料納付もお忘れなく 
　国民年金の保険料が未納となった場合、その未納となった期間については基金の掛け金を納付していたとしても、
年金または遺族一時金が支給されません。 
【問い合わせ先】　香川県国民年金基金　� 0120（65）4192

おめでた

→

を養成します。
◆受講資格／香川県在住で満60歳
（平成21年4月1日現在）以上の方か
つ過去にかがわ長寿大学を受講し
たことのない方（かがわ長寿大学
地域セミナーのみを受講したこと
のある方については、受講資格が
あります。）◆募集人員／ 190人◆
募集期間／ 2月1日（日）～2月28日
（土）当日消印有効◆開講日時／平
成21年4月～平成23年3月（2年制）、
年間26日間・1時限90分・1日2時
限（第1時限：午前10時～午前11
時30分、第2時限：午後1時～午後
2時30分）、1年生は原則として月
曜日、2年生は原則として火曜日
に開講します。◆場所／香川県社
会福祉総合センター 7階大会議室
（高松市番町1丁目10番35号）◆教
材費などの負担金／ 1年間につき
2万円◆申し込み方法／往復はが
きに、住所・氏名（ふりがなを記
入。）・生年月日・年齢・性別・電
話番号・「かがわ長寿大学受講希
望」と書き、次の申し込み先へ送
付してください。
【申し込み先／問い合わせ先】
財団法人かがわ健康福祉機構
長寿社会部　薀087（863）0222
〒760-0017
高松市番町1丁目10番35号

◆ 平成21年度香川県立高等学校
「通信制課程生徒」
◆修業年限／ 3年修業コース（丸
亀高等学校）、4年修業コース（丸
亀高等学校、高松高等学校）◆出
願資格／中学校またはこれに準ず
る学校を卒業した者◆出願受付期

間／ 3月2日（月）～3月20日（金）※
土日も受付を行います。ただし、
3月6、9、10、11、15日は除きま
す。◆出願受付時間／午前9時～
午後4時30分※3月20日は午後1時
まで。◆入学選考料／ 480円◆作
文・面接試験日／個別に通知◆試
験会場／出願した高等学校◆年間
受講料／ 1科目につき730円、そ
の他教科書代や学習書代などが必
要。◆その他／入学願書の郵送を
希望する者は、160円切手を同封
して、志望する高等学校通信制課
程へ請求してください。
【問い合わせ先】
香川県立丸亀高等学校通信制課程
　薀0877（23）6003
香川県立高松高等学校通信制課程
　薀087（831）7244

12月届出分

ご冥福をお祈りします・・・（敬称略）

 死亡者名 死亡年月日 年齢 地区

久
く

保
ぼ

ハツノ 11.30 98 山脇

闍
たか

畑
ばたけ

ヒサ子
こ

 12.  1 71 中通

香
か

川
がわ

照
てる

子
こ

 12.  2 77 山脇

近
ちか

石
いし

　 勝
まさる

 12.  2 85 七箇

香
か

川
がわ

正
まさ

夫
お

 12.  4 76 岸上

宮
みや

脇
わき

照
てる

男
お

 12.  7 83 吉野下

片
かた

山
やま

茂
しげ

夫
お

 12.  9 57 東高篠

森
もり

本
もと

英
ひで

子
こ

 12.  9 86 川東

田
た

中
なか

ミツヱ 12.10 87 四條
あら

川
かわ

文
ふみ

子
こ

 12.11 84 山脇

大
おお

西
にし

大
ま す

夫
お

 12.12 81  東高篠

山
やま

本
もと

　 光
ひかる

 12.14 18 造田

兼
かね

平
ひら

　 實
みのる

 12.16 77 炭所西

伊
い

井
い

ウメコ 12.17 80 吉野

藤
ふじ

保
やす

繁
しげ

雄
お

 12.19 87 七箇

山
やま

地
じ

ク ラ 12.19 102 四條

中
なか

山
やま

常
つね

弘
ひろ

 12.20 72 吉野

三
み

好
よし

カネコ 12.20 97  炭所西

堀
ほり

江
え

キヨミ 12.21 73 中通

松
まつ

井
い

國
くに

治
はる

 12.21 70 長尾

王
おう

尾
び

重
しげ

子
こ

 12.22 73 佐文

小
お

野
の

るい子
こ

 12.22 80  炭所西
かた

倉
くら

典
すけ

雄
お

 12.23 79 吉野

黒
くろ

田
だ

アイ子
こ

 12.25 92 新目

南
なん

條
じょう

幸
さち

代
よ

 12.25 77 西高篠

五
ご

所
しょ

野
の

尾
お

基
もと

彦
ひこ

 12.27 98 佐文

射
い

場
ば

只
ただ

雄
お

 12.28 68 岸上

篠
しの

原
はら

　 亨
とおる

 12.28 78 東高篠

増
ます

田
だ

イサノ 12.28 98 公文

田
た

中
なか

タケノ 12.30 91 四條
※ ご家族やご遺族の了解を得て掲載しています。

12月届出分

健やかな成長を・・・（敬称略）

 氏　名 生年月日 保護者名 地区

田
た

口
ぐち

楓
ふう

己
き

 11.22 幹男 佐文

大
おお

西
にし

創
そう

太
た

 11.27 陽介 吉野

石
いし

堂
どう

大
や ま と

和 12.  1 裕也 吉野

鈴
すず

木
き

柚
ゆず

稀
き

 12.  5 義浩 七箇

鐡
よし

本
もと

安
あん

那
な

 12.10 真二 吉野

尾
お

崎
ざき

　 司
つかさ

 12.  9 圭介 造田

小
こ

松
まつ

愛
あい

佳
か

 12.12 佳明 中通

株
かぶ

藪
やぶ

　 栞
しおり

 12.14 誠 四條

島
しま

尾
お

莉
り

玖
く

 12.17 慎也 吉野下

堀
ほり

田
た

紗
さ

吏
り

 12.17 聡 長尾

柿
かき

下
したりゅうのすけ

之介 12.18 貴彦 造田

真
ま

鍋
なべ

陽
ひ

向
なた

 12.22 隆太郎 吉野下
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国民年金基金  －もうひとつの安心をプラス－ 
　国民年金基金は、自営業などの方を対象に、ゆとりある老後を過ごすことができるよう、老齢基礎年金に上乗せし
て年金を給付する公的な年金制度です。 

 国民年金基金に加入すると、こんなメリットが 
　�税制面で優遇 
　国民年金基金の掛け金はすべて社会保険料として所得から控除され、受け取る年金にも公的年金控除が適用
されます。 
　�掛け金がお得 
　　年金の受取額が同額の場合、月々の掛け金は一般の個人年金に比べ安くなっています。 

→

　今春に全面開園予定の「かりん
の丘公園」に関する「まんのう町都
市公園条例」の改正案について、「ま
んのう町パブリック・コメント手
続要綱」に基づき、皆さんからのご
意見を次のとおり募集します。
◆資料入手方法／役場本庁、各
支所および美合出張所で閲覧可
能。町ホームページからもダウ
ンロード可。◆募集期間／ 2月2
日（月）～2月23日（月）※郵送の場
合は、同日必着。◆意見送付方
法／「まんのう町パブリックコメ
ント意見提出用紙」にご記入の上、
次の方法によりご提出ください。
①建設課への書面の持参②郵送
（〒766-0022まんのう町吉野下430
番地）③ファクシミリ：（73）0112
④電子メール：kensetsu@town.m
anno.lg.jp
※電話による受付はいたしません。
【問い合わせ先】
まんのう町建設課薀0877（73）0107

　今回は、春申請者分の受付です。

免税チケットは、4月1日から使用
可能です。
◆日時／ 2月5日（木）、6日（金）両
日とも午前9時～午後4時※この
日以降は、中讃県税事務所（坂出
市久米町1-18-20薀46・4613）で申
請してください。◆会場／役場本
庁（3階第2会議室）、琴南支所、仲
南支所◆持参物／【継続・更新の
場合】印鑑、耕作証明書、使用簿、
領収書、農業機械の納品書また
は購入証明書（農業機械に変更が
あったときのみ）※更新の場合は
別途、県収入証紙代400円が必要。
【新規の場合】印鑑、耕作証明書、
県収入証紙代400円、農業機械の
納品書または購入証明書※耕作証
明書発行の申請は、役場本庁農林
課、琴南支所、仲南支所でできま
す。
【問い合わせ先】
まんのう町農林課薀0877（73）0105
琴南支所　薀0877（85）0102
仲南支所　薀0877（77）2115

　まんのう町では、父または母の
死亡により遺児となった児童の保
護者に対し、遺児一人につき年間
1万円の年金を支給しています。
　要件に該当する方は、年金を受
給できます。年金の受給を希望さ
れる方は、役場福祉保険課に申請
をしてください。
◆支給要件／①保護者と児童が共
にまんのう町に住所を有すること
②児童は義務教育終了までである
こと③児童の父または母が再婚し

ていないこと◆持参物／住民票謄
本、印鑑（認め印で可。）、保護者
名義の預金通帳
【問い合わせ先】
まんのう町福祉保険課
　薀0877（73）0124

◆年金相談所を開設します
　香川県国民年金基金では、国民
年金や国民年金基金についての年
金相談所を開設します。
◆日時／２月10日（火）午前10時～
午後４時◆会場／役場本庁３階第
１会議室
【問い合わせ先】
香川県国民年金基金
　薔0120（65）4192

◆青少年育成　特別講演会
◆日時／ 2月28日（土）午前10時開
演※午前9時30分受付開始◆会場
／まんのう町町民文化ホール◆演
題／明るく楽しい人生を創る法◆
講師／樫原禅澄先生（総本山善通
寺・法主）◆主催／まんのう町青
少年育成会議、まんのう町男女共
同参画推進委員会
【問い合わせ先】
まんのう町教育委員会
　薀0877（73）0108

◆ 平成21年度
　かがわ長寿大学受講生
　高齢者が仲間づくりや知識・教
養を身に付けながら、自らの生き
がいと健康づくりを図るととも
に、地域社会での実践的な指導者
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皆さんのご意見を
お待ちしています

募　　　集

催　し　物

農業用軽油免税証の
交付申請を受け付けます

遺 児 年 金 制 度 を
ご 存 じ で す か



みどりとのふれあい行事 第27回吉野公民館まつり

自
治
会
対
抗
競
技
で
大
盛
り
上
が
り

　第27回吉野公民館まつりが平成20年11月8、
9日、吉野公民館や満濃保健センターなどで開催
されました。
　9日には、吉野体育館で、自治会対抗の競技が
行われ、「防災バケツリレー」「防災担架リレー」「玉
入れ競技」の3種目をしました。
　恒例の「玉入れ競技」以外のリレー2種は、防
災意識を高めてもらおうと、地区内で行っている
防災訓練からヒントを得て、初めて行われたもの
です。
　各種目に得点を付けて、3種目合計の得点数で、
各自治会は競い合いました。

「防災バケツリレー」で2チームに分かれてタイムを競う子供たち

独
創
的
な
作
品
が
出
来
上
が
っ
た「
ど
ん
ぐ
り
の
工
作
」

　みどりとのふれあい行事が平成20年12月5日、
仲南小学校で開催されました。
　この行事は、森の恵みや働きを体感してもらお
うと、全校児童を対象に香川県森林センター（新
目）により企画されたものです。
　全学年共通として、木の枝とどんぐりなどで工
作する「どんぐりの工作」を、1、2年生は「し
おりづくり」、3年生は「焼き印」も行い、学年が
上がると、森林・草地・裸地の模型を使っての降
雨実験で森林の働きを学習するなど、普段の学校
の授業ではできない体験をしました。

工作に夢中になる児童ら

子どもタウンミーティング

下
一
け
た
が
2
と
8
の
順
位
も
表
彰

　子どもタウンミーティング（まんのう町青少年
育成会議主催）が平成20年12月13日、満濃農
村環境改善センターで開催されました。
　この会は、より多くの児童たちと町長らが、ま
んのう町の将来について語り合おうと、例年開催
されていた「子ども議会」にかわるものとして行
われたものです。
　この日参加した児童は、町内の小学6年生99人。
児童からは、町政に対する要望などがあったり、
将来の夢や今頑張っていることが発表されたりし
て、元気なまちづくりについて考えました。

コーディネーターに意見を促される参加児童

町
を
「
元
気
ま
ん
ま
ん
」
に
す
る
た
め
に

第3回二宮忠八紙飛行機大会

　第3回二宮忠八紙飛行機大会（二宮忠八顕彰会
主催）が平成20年11月3日、大和クレス株式会
社敷地特設場（追上）で行われました。
　この大会は、飛行するカラスにヒントを得て、
世界に先駆けて飛行原理を考案した二宮忠八を顕
彰するために行われた「忠八祭り」の最後を飾る
イベント。
　小学生以下の「子供の部」と中学生以上の「大
人の部」に分かれて、規定の台紙で作った紙飛行
機を飛ばし、滞空時間を競い合いました。

紙飛行機を飛ばす子供を見て、思わず体を反らす大人たち
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スポーツの結果 （敬称略） 

休日当番医 
テレフォンサービス　�（73）4400（日・祝日のみ） 22 Event schedule in February

日　程 行　事　名 時　間 場　所

2日豺
栄養相談
（要予約薀73-0126）

役場本庁

4日貉 行政相談 10:00～15:00 役場本庁

5日貅

未楽来運動教室 10:00～11:00 満濃農改センター

心配ごと相談 13:00～16:00 満濃農改センター

2歳児健診 13:30～14:30 満濃農改センター

6日貊 健康相談 10:00～11:30 勤労青少年ホーム

12日貅

こころの健康相談
（要予約薀73-0126）

琴南農改センター

身体・知的障害者相談 9:30～11:30 琴南農改センター

未楽来運動教室 10:00～11:00 満濃農改センター

身体・知的障害者相談 13:30～16:30 仲南支所

17日貂
栄養教室
（メタボ（主に脂質異常
症）の予防と改善／
要予約薀73-0126）

満濃農改センター

18日貉
心配ごと相談 9:00～12:00 琴南農改センター

乳幼児健診 13:30～14:30 琴南農改センター

19日貅

身体・知的障害者相談 9:00～12:00 役場本庁

未楽来運動教室 10:00～11:00 満濃農改センター

行政相談・人権相談 10:00～15:00 仲南支所

心配ごと相談 13:00～16:00 満濃農改センター

2歳児健診 13:30～14:30 満濃農改センター

20日貊
行政相談 9:00～12:00 琴南農改センター

乳幼児健診 13:30～14:30 満濃農改センター

26日貅

こころの健康相談
（要予約薀73-0126）

琴平ゆうあいの家

精神保健福祉相談 9:00～12:00 役場本庁

未楽来運動教室 10:00～11:00 満濃農改センター

心配ごと相談 13:00～16:00 仲南支所

法律相談
（要予約／まんのう町社
協薀73-3313）

13:00～16:00 満濃農改センター

日 科 医療機関名 電話番号

1日 内科 池田内科医院 73－2366

8日
内科 森内科医院 73－4188

外科 山田外科医院 73－5211

11日 内科 林医院 75－5125

15日
内科 岩闢医院 75－5161

外科 松浦外科胃腸科医院 75－3211

22日 内科 岩佐病院 73－3535

※当番医は予告なく変更される場合があります。ご了承ください。

平成20年  町内の110番119番
区　分 12月中 1月からの累計

交通事故
物損（件） 36（35） 375（385）
人身（件） 19（15） 206（173）
死亡（件） 0（ 0） 5（ 1）

救急出動
火災（件） 2（ 0） 21（ 29）
救急（件） 100（81） 984（906）

（　　）は昨年同期

とき 大会名 場所 結　果

12
月
21
日
豸

第15回まんの

う町体育協会長

杯バドミントン

大会

高篠小学校

体育館

参加 :28人

Aクラス

優　勝：西川芳史・真鍋政志  組

準優勝：向井健太・楠原百恵  組

Bクラス

優　勝：小林哲朗・小山晴信  組

準優勝：橋塚晃一・今井直美  組
12
月
27
日
貍

まんのう町グラ

ウンドゴルフ協

会杯大会

祓川河川敷

グラウンド

参加 :74人

優　勝：旭　昇（新目）

準優勝：大谷文雄（吉野）

第3位：大西峰子（四條）

第10回木こく池釣り大会入賞者
（敬称略）

平成20年12月7日実施
会場：木こく池（七箇）　対象魚：ニジマス

（小・中学生の部）
　1位　山西てるひで　880g
　2位　清水普未　　　850g
　3位　三井俊太郎　　850g
（一般の部）
　1位　大西知己　　　3,880g
　2位　高木良太　　　3,830g
　3位　細谷竜也　　　3,500g

15

2月の行事予定・休日当番医・町内の110番119番・スポーツの結果



2009 V
ol.35

F
eb

ru
ary

2

リサイクル可能な 
大豆油インクを使用しています。 

 
再生紙を使用しています。 

●この広報誌は、四国新聞販売株式会社に委託し、町内の全世帯に配布しています。 
　配布についての問い合わせは、まんのう町企画政策課  �（73）0106まで。 
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仲南小学校記者クラブ 

学校美術館 

広報誌にお子さんの写真を掲載しませんか？ 
1～3歳のお子さんの写真を募集しています。 

問い合わせ先　企画政策課　�（73）0106

塩入温泉来館者数　100万人を達成 

　塩入温泉（塩入ふれあいセンター）の来館者数が1
月6日、平成13年12月にリニューアルオープンして
約７年で100万人を突破しました。100万人目になっ
た方は、琴平町在住の山内豊さん（85）。 
　ほぼ毎日、塩入温泉に通っているという山内さん
には、100万人達成を記念して、温泉無料招待券や仲
南地区特産のヒマワリ油、花束が贈られました。 
　「普段よく来ていただいている方が100万人目に
なったので、本当によかったです。」と温泉施設関係
者は述べていました。 

楽
し
い
お
め
ん
作
り 

     

　
ぼ
く
た
ち
一
ね
ん
生
は
、
生
か
つ
か

の
じ
か
ん
に
お
め
ん
を
つ
く
り
ま
し
た
。

あ
き
の
の
は
ら
で
見
つ
け
た
い
ろ
い
ろ

な
も
の
を
つ
か
っ
て
つ
く
り
ま
し
た
。

は
な
は
、
ま
つ
ぼ
っ
く
り
、
ほ
っ
ぺ
た

は
、
赤
い
み
を
つ
け
ま
し
た
。
ト
ト
ロ

の
こ
ど
も
が
で
き
ま
し
た
。
お
も
し
ろ

い
お
め
ん
が
つ
く
れ
て
と
て
も
た
の
し

か
っ
た
で
す
。 

      

　
生
か
つ
で
お
め
ん
を
つ
く
り
ま
し
た
。

目
を
三
日
月
み
た
い
に
し
ま
し
た
。
上

の
ほ
う
に
赤
い
み
を
く
っ
つ
け
た
り
、

み
ど
り
の
は
っ
ぱ
を
ひ
げ
に
し
た
り
し

て
く
ふ
う
し
ま
し
た
。
は
っ
ぱ
を
た
て

に
つ
け
て
あ
ご
ひ
げ
も
は
や
し
ま
し
た
。

つ
く
っ
て
い
る
と
き
に
「
こ
わ
い
か
お

に
な
っ
て
い
る
な
。」
と
お
も
い
な
が

ら
つ
く
り
ま
し
た
。
で
き
あ
が
る
と
、

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。 

み
ん
な
で
成
功
！
し
っ
ぽ
く
う
ど
ん
作
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ぼ
く
た
ち
は
、
総
合
学
習
で
空
海
さ

ん
調
べ
を
し
、
空
海
さ
ん
が
香
川
県
の
名

物
の
う
ど
ん
の
も
と
を
、
中
国
か
ら
持

ち
帰
っ
た
事
が
分
か
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

自
分
た
ち
で
う
ど
ん
を
作
っ
て
み
た
い
と

思
い
、
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
の
み
な
さ
ん
と
い
っ

し
ょ
に
、
う
ど
ん
を
小
麦
粉
か
ら
作
っ
て

み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

　
ま
ず
最
初
に
、
小
麦
粉
と
塩
を
ま
ぜ

ま
す
。
次
に
、
生
地
を
足
で
ふ
ん
で
ね
り

こ
み
、
め
ん
ぼ
う
で
生
地
を
の
ば
し
て
切

り
ま
す
。
切
る
時
、
ヘル
ス
メ
イ
ト
さ
ん
が 

「
め
ん
は
、
は
し
か
ら
切
る
と
太
さ
が
そ

ろ
う
よ
。」 

と
、教
え
て
く
れ
ま
し
た
。切
っ
た
生
地
を

ゆ
で
る
と
、う
ど
ん
の
出
来
上
が
り
で
す
。 

　
野
菜
い
っ
ぱ
い
の

だ
し
を
う
ど
ん
に
か

け
て
食
べ
ま
し
た
。

満
点
の
だ
し
だ
と

思
い
ま
し
た
。 

　
み
ん
な
で
協
力

し
て
、
楽
し
く
作
っ
た
し
っ
ぽ
く
う
ど
ん

の
味
は
、
わ
す
れ
ら
れ
な
い
、
よ
い
思
い

出
に
な
り
、
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。 

塩入718番地140 
●問い合わせ先／ 
�（７８）３３６３ 
●営業時間／ 
午前10時～午後9
時（午後8時30分入
館停止） 

 
●休館日／水曜日、年末年始（12/31～1/1） 
●料金／大人500円（ただし、町内在住で70歳以上
は400円）、子供（3～12歳）400円など 

仲南小学校  1年 
松 下  玲 也 

満濃南小学校  1年 

亀 井  里 奈 

「エルマーの冒険」 

「おいしいあき、みつけたよ！」 

満濃南小学校  3年 

佐 野  有 彩 

仲南小学校  1年 
� 井  　 蘭 

仲南小学校  4年 
仁 科  大 輝 


